保-2トイレを使 (つか)うときの注意 (ちゅうい)　災害用仮設トイレを使う場合
· トイレを使 (つか)う前 (まえ)に、ノックや声 (こえ)をかけるなどして、中 (なか)に人 (ひと)がいないか確 (たし)かめてから入りましょう。トイレには、入口 (いりぐち)にある札 (ふだ)を「使用中 (しようちゅう)」にしてから入 (はい)りましょう。

· トイレを使 (つか)ったら、便器 (べんき)のそばにあるレバーをまわして、排 (はい)せつ物 (ぶつ)を均 (なら)してください。（レバーつきの場合 (ばあい)のみ）

· 和式 (わしき)トイレの上板 (うわいた)（便器 (べんき)にまたがるところ）には、２人以上 (いじょう)で乗 (の)らないでください。
介護 (かいご)が必要 (ひつよう)な方は、洋式 (ようしき)トイレを使 (つか)ってください。

· 洋式 (ようしき)トイレは、足 (あし)の不自由 (ふじゆう)な方 (かた)や介添 (かいぞ)えが必要 (ひつよう)な方 (かた)などが優先的 (ゆうせんてき)に使 (つか)えるよう、なるべく和式 (わしき)トイレを使 (つか)ってください。

· みんなが使 (つか)うトイレなので、きれいに使 (つか)いましょう。

· 排 (はい)せつ物 (ぶつ)がたまってきたら、気付 (きづ)いた人 (ひと)が総合 (そうごう)受付 (うけつけ)に連絡 (れんらく)してください。（業 (ぎょう)者 (しゃ)に汲 (く)み取 (と)りを依頼 (いらい)するため）
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